
科目ナンバー：(ST) IND711J
電気工学専攻・機械工学専攻
応用化学専攻・情報科学専攻 備 考

科 目 名 プロジェクトマネジメント

開 講 期 秋学期集中 単 位 講２

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 三浦　登　他

授業の概要・到達目標
　日本の科学技術力は極めて高く，その水準は世界的にも
トップに位置するが，技術マネージメントの水準の低さが
指摘されている。また，産業界においてはイノベーション
を創出し得る高度な研究者・研究リーダーの育成が期待さ
れている。本講義では，イノベーティブな研究成果や産業
を生み出す上で必要な思考やスキルを教育し，国際的な広
い視野や産業界などの実社会のニーズを踏まえた発想に
よって研究を展開することができる人材を育成することを
目的とする。
　本講義において，国際的な幅広い視野や複雑・学際的に
なる研究の状況を踏まえた上で研究を展開できることがで
きるようになることを目標とする。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　  企業研究に必要なMOT（Management of Tech-

nology）の基礎知識
第３回　 研究マネージメント1
第４回　 研究マネージメント2
第５回　 研究マネージメント3
第６回　 商品開発者に必要な倫理と基礎知識1
第７回　 研究企画・技術戦略1
第８回　 研究企画・技術戦略2
第９回　 知的財産とその戦略
第10回　 コンプライアンス，安全管理
第11回　 事業化のための研究開発マネージメント1
第12回　 事業化のための研究開発マネージメント2
第13回　 グローバルマーケティングとブランド
第14回　 講義のまとめ

履修上の注意
　講義は，複数の教員によって行う予定である。講義の開
講日・開講時限・場所については，講義の開始時に予定を配
布する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本講義は，学部・大学院博士前期課程の講義や講習会・講
演会とは異なる。高度な研究者や研究リーダーに求められ
る判断・スキルを理解し，これまでに得た学識・自身の研究
経験をいかに発展させていくかが話題である。自身の研究
の背景とその成果がもたらす社会的波及効果，今後の研究
計画や将来への展望について十分考えた上で講義に望むよ
うにすること。

教科書
　指定しない。

参考書
　適宜，講義中に紹介する。

成績評価の方法
レポート・講義中の議論によって総合的に判断する。

その他

科目ナンバー：(ST) IND711J

建築・都市学専攻 備 考

科 目 名 博士人材のキャリアパス

開 講 期 春学期集中 単 位 講２

担 当 者 専任教授　博士（工学） 青井　哲人　他

授業の概要・到達目標
　博士後期課程に在籍する学生が充実した研究活動を行う
ためには，博士号取得後の多様なキャリアパスについて理
解を深めておくことが必要不可欠である。また，社会にお
ける博士号取得者（博士人材）の役割，求められる能力につ
いても把握しておく必要がある。
　本授業では，建築・都市・芸術に関連する様々な分野の博
士号取得者が講師となり，当該分野の現況と研究動向を俯
瞰しながら多様なキャリアパスについて講義する。さらに，
ディスカッションを通して履修者自身のキャリアパスと博
士後期課程に在籍していることの意義について考えを深め
てもらう。

授業内容
4/22 （土） 3限 【第１回】　 イントロダクション（青井哲人）
4/22 （土） 4限 【第２回】　 社会における博士人材の役割と

キャリアパス（青井哲人）
6/3 （土） 3限 【第３回】　 歴史・意匠・計画分野の現況（青

井哲人）
6/3 （土） 4限 【第４回】　 歴史・意匠・計画分野の研究動向

（青井哲人）
6/3 （土） 5限 【第５回】　 歴史・意匠・計画分野のキャリア

パス（青井哲人）
6/17 （土） 3限 【第６回】　 構造・材料分野の現況（梶川久光）
6/17 （土） 4限 【第７回】　 構造・材料分野の研究動向（小林

正人）
6/17 （土） 5限 【第８回】　 構造・材料分野のキャリアパス

（梶川久光・小林正人）
6/24 （土） 3限 【第９回】　 環境・設備分野の現況（酒井孝司）
6/24 （土） 4限 【第10回】　 環境・設備分野の研究動向（酒井

孝司）
6/24 （土） 5限 【第11回】　 環境・設備分野のキャリアパス

（酒井孝司）
7/8 （土） 3限 【第12回】　 総合芸術分野の現況（鞍田崇）
7/8 （土） 4限 【第13回】　 総合芸術分野の研究動向（鞍田

崇）
7/8 （土） 5限 【第14回】　 総合芸術分野のキャリアパス（鞍

田崇）

履修上の注意
　授業は複数の教員が担当する。
　開講日・開講時限について変更がある場合は通知する。
　教室等については都度事前に通知する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内容について，次のことを準備学習として行うこと
　授業前： 大学院博士後期課程における研究や自身の将来

計画の振り返り
　授業後： 授業内容を復習し，自身の将来を見据えながら，

レポート課題に取り組むこと

教科書
　特に指定しない。適宜資料を配布する。

参考書
　授業において適宜紹介する。
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成績評価の方法
　歴史・意匠・計画分野（25％），環境・設備分野（25％），構造・
材料分野（25％），総合芸術分野（25％）それぞれに関するレ
ポートにより評価する。合計が満点の60％以上を単位修得
の条件とする。

その他

科目ナンバー：(ST) IND711E

建築・都市学専攻 備 考

科 目 名 Career Path for Ph.D Graduates

開 講 期 春学期集中 単 位 講２

担 当 者 専任教授　工学博士 小林　正美　他

授業の概要・到達目標
The objective of this course is to enhance the PhD 
candidate students to envision their future carrier path 
after they could get their degree.

授業内容
［1st Lecture］ Guidance
［2nd Lecture］ Specific theme by invited instructor
［3rd Lecture］ Specific theme by invited instructor
［4th Lecture］ Specific theme by invited instructor 
［5,6,7 th Lecture］ Site survey 1        　          
［8th Lecture］ Specific theme by invited instructor
［9th Lecture］ Specific theme by invited instructor
［10th Lecture］ Specific theme by invited instructor
［11,12,13th Lecture］ Site Survey 2
［14th Lecture］ Wrap up session

履修上の注意
none

準備学習（予習・復習等）の内容
The students have to prepare for the lecture based on 
the information given in advance.  After the lectures, 
they will be required to review the contents and submit 
reports about their understanding.

教科書
TBA

参考書
TBA

課題に対するフィードバックの方法
not specifically

成績評価の方法
Based on the reports submitted by the students, the 
evaluation will be executed.

その他
none
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科目ナンバー：(ST) MAT791J

数学専攻 備 考

科 目 名 現代数学概論

開 講 期 春学期集中 単 位 講２

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男　他

授業の概要・到達目標
本講義は大学院博士後期課程担当の教員によるオムニバス
形式の授業となります。

授業内容
代数学・幾何学・解析学の分野に渡って講義が行われます。
各講義のテーマは初回の講義のときにお知らせします。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
担当者が講義前に出すアナウンスに注意しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
各担当者が出した評価の平均を取る

その他

科目ナンバー：(ST) PHY651J

物理学専攻 備 考

科 目 名 分野横断型研究

開 講 期 秋学期集中 単 位 講２

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 光武　亜代理　他

授業の概要・到達目標
博士後期課程では、修了後のキャリア形成を鑑みて、専門
的な研究を推進するだけではなく、多様な研究分野におい
て広く柔軟に活躍できる能力を身に付ける必要がある。本
科目では、物理学および関連する広範な研究分野における
先端的な研究を推進する人々との議論を通じて、背景知識
の異なる聴衆へ専門的内容を伝える能力、および専門外の
分野を深く理解する能力を磨き、これらを通じて学際的研
究を推進できるようになることを目的とする。授業では、
実験量子物理学、実験物性物理学、理論物理学、応用物理
学といった多様な研究分野との議論を通じて、各分野の理
解を深めるとともに、履修者の専門分野との関連性と分野
横断的な展開の可能性を議論する。また、広く学内外で活
躍する研究者を講師として迎え、より広範囲の研究分野に
関する研究内容と近年の研究動向を理解するとともに、専
門性を活かした異分野間交流を展開することを目標とする。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 実験量子物理学研究分野の研究内容と近年の動向
第３回　 実験量子物理学研究分野との分野横断的ディス

カッション
第４回　 実験量子物理学研究分野との分野横断的ディス

カッション2
第５回　 実験物性物理学研究分野の研究内容と近年の動向
第６回　 実験物性物理学研究分野との分野横断的ディス

カッション
第７回　 理論物理学研究分野の研究内容と近年の動向
第８回　 理論物理学研究分野との分野横断的ディスカッ

ション
第９回　 理論物理学研究分野との分野横断的ディスカッ

ション2
第10回　 応用物理学研究分野の研究内容と近年の動向
第11回　 応用物理学研究分野とのディスカッション
第12回　 応用物理学研究分野とのディスカッション2
第13回　 分野横断的ディスカッション
第14回　 第14回　 総括

履修上の注意
授業は複数教員が担当する。開講日・開講時限・教室につい
ては、初回に予定を配布する。

準備学習（予習・復習等）の内容
専門的な研究内容を背景知識の異なる人々に伝えるという
視点に立ち、議論の準備をしておく。常日頃から、専門分
野にとらわれない広い視野をもち、多様な研究分野の知識
を吸収することに努める。

教科書
特に指定しない。

参考書
授業において適宜紹介する。

成績評価の方法
各分野での議論の参加状況に加え、講師との分野横断的な
議論とレポートにより総合的に判断する。

その他
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